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読

売

琉
球
り
府
藩
ご
日
支
雨
届
闘
係
の
持
末
法
串
博
士

植
民
及
び
植
民
地
の
一
意
義
・
・
朝
時
鼎
土

都

帽

錦

疎

英
領
東
ア
フ
リ
カ
の
現
状
ミ
其
将
来
・
.

同
盟
組
業
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・
組
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主
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人
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市
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師
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a
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文
化
現
象
の

凝

集

作

用

( 

ー) 

恒

藤

恭

四

文
化
領
域
に
つ

パ

F
L

諸
々
の
文
化
現
象
は
各
自
仁
特
有
な
る
意
味
を
有
し
、
此
れ
に
よ
っ
て
一
方
に
は
他
の
稀
類
の
詩
文
化
現
象
か

ら
百
回
別
さ
れ
る
が
、
他
方
に
は
同
一
の
積
類
に
崩
す
る
他
の
諸
文
化
現
象
正
共
仁
同
一
の
文
化
領
域
を
形
成
す

る
。
而
し
て
、
斯
〈
し

τ形
成
さ
れ
る
諸
々
の
文
化
領
域
は
一
具
に
相
合
し
て
共
同
の
文
化
の
世
界
を
形
成
す
る
o

「
文
化
領
域
」
な
る
概
念
は
、
元
来
、
文
化
科
学
の
一
部
門
己
し

τの
園
家
事
な
b
R常
法
皐
な
り
に
間
有
で
ゐ
る

ご
こ
ろ
の
「
領
域
L

叉
は
「
岡
家
領
域
」
な
る
概
念
Z
の
比
論
に
基
い
て
構
成
主
れ
た
概
念
で
ゐ
る
Z
思
ム
。
共
れ
は

軍
仁
「
領
域
」
な
る
語
の
借
用
も
し
t
は
鞠
用
た
る
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
〈
、
斯
か
る
語
の
醐
判
期
さ
れ
る
所
以

11 、

一
の
場
合
に
お
り
る
正
、
他
の
場
合
に
お
け
る
Z
で
、
こ
の
語
に
よ
っ

τ指
稀
さ
れ
る
概
念
が
、
そ
の
具
有

す
る
意
味
の
上
に
重
要
な
る
類
縁
性
を
有
す
る
か
ら
で
な
付
れ
ば
な
ら
泊
。
本
来
、
領
域
は
朱
一
間
的
な
る
蹟
が
り

を
意
味
す
る
。
国
家
領
域
は
地
球
の
表
面
に
お
り
る
立
髄
的
情
聞
が
ち
の
一
定
範
固
で
あ
る
。
文
化
領
域
な
る
概
念

論

叢

第
二
十
五
巷

第
三
紙

文
化
現
象
。
縦
集
作
用

一

， . '1， 
4 ・南町匝唱



論

議

文
化
現
象
の
凝
集
作
用

第
二
十
五
巻

2再

捜

は
、
種
々
な
る
意
味
に
お
い
て
使
用
さ
れ
得
る
で
ゐ
ら
う
が
、
論
理
的
も
し
〈
は
認
識
論
的
意
味
に
お
い
て
使
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
文
字
通
b
に
昼
間
的
な
φ
ひ
ろ
が
'
り
を
意
味
す
る
も
の
正
解
せ
ら
る
べ
き
で
は
弘
い
o

例
へ

ば
、
法
律
な
る
文
化
領
域
正
経
済
な
一
。
文
化
領
域
ご
の
問
に
如
何
な
る
論
理
的
関
係
が
成
り
立
つ
か
ご
悶
ム
ピ

君
、
又
は
二
者
は
、
一
川
曾
の
歴
史
的
俊
展
に
お
い
一
1
、
会
鰻
正
し
て
如
何
な
る
相
互
的
制
約
関
係
を
示
す
か
を
問

ふ
己
主
、
何
等
か
此
れ
ら
の
二
視
の
文
化
傾
城
の
聞
に
本
す
る
昼
間
的
関
係
が
問
題
江
古
れ

τゐ
40
詳
で
は
な

ν。
け
ど
し
此
場
合
に
、
文
化
傾
域
ご
は
或
る
容
間
的
ひ
ろ
が
'
り
を
意
味
す
る
も
の
ご
し
て
概
念
さ
れ
て
は
居
な

ハ
ー
か
ら
で
あ
る
o
然
ら
ば
、
何
故
に
新
や
う
な
、
本
来
昼
間
的
蹴
念
を
ゐ
ら
は
す
諾
を
以

τ問
題
た
る
概
念
の
名

稽
古
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

各
締
の
文
化
傾
城
の
中
に
各
研
の
文
化
現
象
が
興
へ
ら
れ
て
居
る
さ
云
ふ
事
柄
は
、
同
一
の
文
化
似
域
に
麗
す

る
文
化
現
象
の
各
伽
は
、
同
一
の
意
味
髄
系
に
嵐
す
る
ご
こ
ろ
の
意
味
に
よ
っ
て
規
定
吉
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

己
、
し
か
も
各
自
の
共
有
す
る
意
味
は
他
者
の
具
有
す
る
意
味
に
劃
し
て
濁
立
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
正
、

そ
し
て
此
れ
ら
の
関
係
は
現
賞
の
世
界
に
立
脚
し
て
成
h
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
意
味
す
る
。
そ
れ
故
、

若
れ

等
の
文
化
現
象
を
総
指
し
た
も
の
を
一
韓
正
し
て
湖
る
ご
き
は
、

こ

ω総
髄
的
な
る
も
の
は
、
現
質
的
世
界
か
ら

抽
象
さ
れ
た
ま
こ
ろ
の
意
味
的
寧
位
の
統
一
的
集
合
態
正
し
て
現
れ
る
。
斯
か
る
形
態
を
概
念
す
る
に
蛍
h
、ム昼

F←一一一

閥
的
形
象
の
媒
介
営
利
用
す
る
の
は
、
経
験
的
貿
在

ω世
界
の
根
本
的
構
造
を
洞
察
す
る
上
に
同
時
々
行
は
れ
る
思

， ;: . 咽.
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惟
方
法
の
一
つ
の
場
合
で
あ
る
。
斯
が
る
了
解
ご
考
慮
ご
の
下
に
、
問
題
た
る
概
念
の
名
稽
古
し
て
を
間
的
意
味

を
も
っ
訟
を
採
援
す
る
こ
ピ
が
理
由
ゐ
ち
ご
さ
れ
る
o

次
に
は
、
何
故
に
特
に
「
領
域
」
な
る
訟
が
麹
嘗
な
hJ
正
さ
れ
る
か
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
泊
。

1
i
一
の
文

そ
れ
に
特
有
な
る
意
味
的
及
び
事
質
的
法
則
が
一
切
の
現
象
を
支
配
し
、
こ
の
法

化
領
域
の
内
部
に
お
い
て
は
、

則
h
T
L

通
じ
て
同
一
の
本
質
が
綴
現
さ
れ
る
o

言
ひ
hr
へ
る
ご
一
ゆ
文
化
領
域
に
お
い
て
は
他
の
文
化
傾
域
の
意
味

法
則
の
支
配
は
排
辰
吉
れ
る
。
す
な
は
も
一
の
文
化
削
削
減
の
中
仁
ゐ
穴
へ
ら
れ
る
現
象
は
、
例
ら
か
の
松
山
皿
に
お

い
て
こ
の
領
域
に
同
化
し
又
は
臆
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
或
る
現
象
が
A
な
る
文
化
領
域
に
本
来
的
仁
風
す
る

a
な
る
文
化
現
象
た
る
の
は
、

そ
山
り
引
象
が
A
に
特
有
な
る
法
則
に
よ
っ

τ専
ら
支
砲
さ
れ
る
も
の
ご
し

τ理
解

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
o

ま
た

B
な
る
文
化
領
域
に
本
来
的
に
脱
す
る
b
な
る
文
化
現
象
が
、
文
化
領
域
A
の
中
に

何
等
か
の
昭
依
に
お
い
て
ゐ
ら
は
れ
る
場
合
に
は
、

b
は
或
る
税
度
に
お
い
て

A
に
特
有
な
る
法
則
の
支
配
を
被

ら
ぎ
る
を
得
な
い
o

か
や
う
な
謝
態
は
、

一
の
岡
家

ω領
域
の
内
部
に
お
い
て
は
該
国
家

ω統
治
帥
怖
が
原
則
正
し

τ他
の
岡
家
の
統
治
権
の
闘
渉
合
排
尿
し
て
完
全
に
自
由
に
は
た
ら
〈
の
ご
、
北
(
越
金
お
な
じ
く
す
る
も
の
で
あ

る
O

そ
し
て
、
諸
々
の
文
化
傾
城
が
並
び
存
し
、
そ
の
聞
に
交
渉
及
び
闘
脚
を
有
す
る
賦
践
は
、
国
際
枇
曾
に
お

り
る
諸
々
の
岡
家
領
域
の
北
立
朕
態
仁
著
し
〈
類
似
L
て
ゐ
る
。
問
題
な
る
蹴
念
の
名
稀
ご
し
て
「
文
化
領
域
」
な

る
語
を
撲
揮
す
る
こ
さ
の
妥
世
間
な
る
所
以
は
、
上
越

L
た
や
う
な
事
情
か
ら
了
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

歯

議

第
二
十
五
巻

第
三
部

文
化
損
保
白
焼
集
作
用

.‘・.
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歯

最

文
化
現
象
。
雌
葉
作
用

第
ニ
十
五
管

/!ll 

第

概

四

経
済
、
法
律
、
政
治
、
宗
品
朝
、
道
徳
J

と
い
ふ
如
き
特
殊
的
文
化
領
域
に
謝
し
、
文
化
領
域
一
般
な
る
概
念
が
定

立
さ
れ
る
。
他
面
に
お
い

vτ
、
諸
'q
の
特
殊
的
文
化
領
域
を
包
括
す
る
会
睡
眠
的
範
園
ご
し

τの
文
化
的
世
界
叉
は

文
化
賞
在
の
概
念
を
定
立
す
る
こ
ど
が
要
求
苫
れ
る
。
こ
の
要
求
は
文
化
の
世
界
の
成
立
の
根
本
的
制
約
に
脹
胎

す
る
。

各
個

ω文
化
領
域
は
仰
の
文
化
領
域
ご
の
聞
係
に
お
い
て
凋
自
の
存
立
を
有
L
、
そ
の
内
商
に
お
い
て
は
其
れ

に
特
有
な
る
法
則
が
諸
々
の
現
象
を
獅
占
的
に
支
配
す
る
ご
一
百
ふ
芭
主
、
諸
h

吋
の
文
化
領
域
は
相
瓦
に
閲
聯
し
交

渉
し
得
る
地
位
に
在
る
こ
ど
が
前
総
古
れ
て
ゐ
る
。
諸
々
の
文
化
領
域
が
共
同

ω地
盤
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で

あ
h
、
諸
々
の
楠
類
の
文
化
現
象
が
共
通
の
基
準
的
構
造
を
有
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
各
仰
の
文
化
傾
城
の
存
立

の
濁
向
性
に
つ
い
て
語
る
こ
ご
は
、
根
本
に
お
い
て
意
味
を
成
苫
臥
で
め
ら
う
。
し
か
る
に
、
入
閣
の
外
的
及
び

内
的
官
飽
金
返
し
て
典
へ
ら
れ
る
ご
ミ
ろ
の
原
本
的
質
在
は
、
あ
ら
ゆ
る
縄
類
の
文
化
現
象
が
構
成
さ
れ
る
錦
の

原
材
を
提
供
し
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
領
域
の
成
り
立
丹
潟
の
基
居
を
提
供
す
る
o

す
な
は
も
各
秘
の
文
化
問
削
減
の
立

脚
す
る
地
盤
は
相
会
し
て
一
の
共
同
的
地
盤
を
形
成
し
、
新
か
る
地
盤
的
2

上
仁
諸
々
の
文
化
領
域
を
包
括
す
る
ご

こ
ろ
の
文
化
の
世
界
が
戚
b
立
つ
も
の
ご
思
惟
し
得
ら
れ
る
。
而

L
τ
、
こ
の
文
化
の
世
界
に
お
い
て
、
諸
々
の

文
化
領
域
は
雑
然
正
し

τ堆
積
L
ヌ
は
集
存
す
る
の
で
は
な
〈
、

ぞ
れ
ら
を
内
商
的
に
閥
聯
せ

L
め
る
ご
-
』
ん
の

~.一一

意
味
的
法
則
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
、

他
方
に
は
事
質
的
法
則
の
支
配
の
下
に
外
面
的
仁
相
交
捗
す
る
こ
ご
が
認
識

且 e. • .・.



き
れ
る
。

互
ひ
に
孤
立

L
て
散
在
せ
歩
、

一
定
的
法
則
の
支
配
の
下
に
相
関
聯
し
て
共
同
の
世
界
を
形
成
す
る
傾
向
を
も

っ
こ
己
以
、
現
象
一
般
の
本
質
に
属
す
る
。
諸
々
の
文
化
領
域
並
び
に
文
化

ω世
界
的
成
立
も
亦
、
文
化
現
象
の

本
質
に
基
〈
も
り
に
他
な
ら
ぬ
。
而
し
て
文
化
の
世
界
が
草
-
の
文
化
傾
城
己
し
て
成
立

L
な
い
で
、
諸
々
の
文

化
削
減
を
そ
の
中
仁
包
括
す
る
の
は
、
丈
化
現
象
成
立
の
根
本
的
制
約
に
由
来
す
る
o

人
類
の
努
力
に
図
h
経
験

的
質
在
の
世
界

t
償
仙
の
質
現
、
保
存
、
後
日
航
が
行
は
れ
る
蕗
に
、
文
化
現
象
は
あ
わ
ん
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
人

類
の
努
力
の
目
標
た
る
傾
値
は
、
軍
一
な
る
形
態
に
お

ντ
存
立
せ
守
、
多
様
な
る
形
態
を
取
っ
て
顕
現
す
る
。

に
か
ら
、
岡
恨
仙
加
を
目
楳
記
し
て
行
は
れ
る
ご
ニ
ろ
の
人
類
の
匁
カ
も
亦
ニ
れ
仁
件
っ
て
多
川
悼
の
形
態
を
一
不
さ
ざ
る

を
得
な
い
V

Q

か
〈

Lτ
文
化
領
域
の
多
元
性
U
究
極
仁
お
い
1

て
債
値
の
多
一
克
牲
に
よ
っ

t
制
約
吾
れ
る
ご
云
は
ね

ば
な
ら
的
。

五

文
化
現
象
の
凝
集
作
用
す
」
描
散
作
用

諸
々
の
文
化
現
象
は
そ
の
成
立
の
根
操
作
い
る
本
質
を
開
有
す
る
。
す
な
は
も
文
化
現
象
の
本
質
は
文
化
現
象
の

本
質
的
内
容
を
過
し
て
文
化
の
世
界
に
俊
現
す
る
。
而
し
て
各
文
化
領
域
は
各
稀
の
文
化
現
象
の
本
伎
が
現
象
に

←一一切 V

お
い
て
後
現
す
る
賞
在
的
範
囲
を
形
成
す
る
。
各
文
化
領
域
に
お
h
u

て
、
そ
れ
に
特
有
な
る
文
化
現
象
の
本
質
が

第
三
騨

第
三
十
五
巻

五

玉

叢

女
位
現
象
白
蹴
集
作
用

論

， ，-， ..4.... 
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文
化
現
象
白
磁
築
作
用

第
三
十
五
巻

酋

態

プミ

そ
の
接
現
の
地
盤
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、

ゐ
る
叉;
.ft 
領
域
0) 

内
而

ゐ

J¥ 

ら
れ
る

切・事
の三
特量廃

殊
白骨
文
化
現
象

，、

を
通
じ

t
、
是
の
成
立

ω
一
般
化
的
原
理
た
る
現
象
の
一
般
的
本
質
正
、
其
成
立
の
特
殊
化
的
原
理
た
る
現
象
の

特
殊
的
本
質
ど
が
匝
別
さ
れ
る
こ
ご
は
、
前
に
述
べ
台
所
で
あ
る
。
而
し
て
現
象
が
皐
に
本
質
的
内
容
の
み
を
具

つ
ね
に
非
本
質
的
内
容
を
も
具
有
し
っ
、
成
り
立
つ
の
は
、
現
象
の
世
界
の

有
し
っ
、
成
b
立
っ
こ

z
t得
宇
、

成
立
の
根
本
的
制
約
で
あ
4
0
ο
r
h
r
ら
、
或
品
文
化
制
域
に
お
い

τ成
b
立
つ
ご
ニ
乃
の
文
化
現
象

ω
一
般
的
内

容
ご
の
関
係
に
お

ντ
、
そ
の
文
化
領
域
に
お
け
る
諸
々
の
特
殊
的
文
化
現
象
の
内
容
の
特
殊
性
を
成
す
も
の

は
、
特
殊
的
、
本
質
的
内
容
の
み
に
止
ま
ら
す
、
こ
れ
に
加
ふ
る
に
特
殊
的
、
非
本
質
的
内
容
を
以
て
し
た
も
の

で
あ
る
。

現
象
に
お
り
る
本
質
的
内
容
は
本
質
的
意
味
の
法
則
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
若
し
も
一
の
文
化
傾

域
に
お
け
る
諸
現
象
が
純
粋
に
一
般
的
、
本
質
的
内
器
及
び
特
殊
的
、
本
質
的
内
容
の
み
を
共
の
し
っ
、
成
立
す

る
の
で
ゐ
っ
た
な
ら
ば
、
該
文
化
領
域
の
内
部
に
ゐ
た
へ
ら
れ
る
一
切
の
文
化
現
象
は
、
そ
れ
に
特
有
な
る
本
質

的
意
味
の
法
則
的
見
地
か
ら
一
義
的
に
理
解
し
議
〈
苫
れ
飽
ム
で
あ
ら
う
。

L
か
る
に
、
経
験
的
資
在
の
世
界
に

お
い
て
は
、
現
象
時
本
質
的
及
び
非
本
質
的
内
荷
物
セ
併
せ
共
有
し
っ
、
成
立
す
る
故
仁
、

一
)
記

E
1員
}
'
U
3
F

一
L
1
3
イ
旬
I
R
R立
H

に
輿
へ
ら
れ
る
諸
々
の
文
化
現
象
の
成
立

ω態
伎
は
、
本
質
的
意
味
の
法
則
の
見
地
か
ら
し
て
は
洞
察
L
謹
〈
古

れ
す
、
別
個
の
見
地
、
卸
丸
経
験
的
、
事
質
的
見
地
か
ら
し
て
理
解
苫
れ
る
こ
ざ
を
必
要
正
す
る
o

文
化
現
象
り

， '碍，....， 
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凝
集
作
用
は
、
ニ
の
後
の
見
地
に
お
い
て
構
成
さ
れ
る
概
念
で
ゐ
る
。

現
に
幡
・
史
的
に
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
諸
々
の
文
化
領
域
を
通
じ
て
、
各
稲
の
文
化
現
象
の
本
質
が
そ
れ
に
照
癒
す

る
倒
々
の
文
化
領
域
じ
お
い
て
畿
現
ず
る
様
相
を
、
経
験
的
考
察
に
訴
へ
て
吟
味
F
る
ご
き
は
、
多
〈
の
稲
類
の

文
化
現
象

ω場
合
に
お
い
て
、
E

次
の
や
う
な
事
貨
が
目
に
鯛
れ
る
。

l
l同
一
の
文
化
領
域
の
内
面
に
お
い
で
文

化
現
象

ω本
質
が
諸
々
り
文
化
現
象
の
内
容
を
通
じ
て
品
目
現
す
る
仕
方
は
一
機
で
な
(
偏
h
が
わ
る
。
す
な
は
ち

戒
る
柿

ω現
象
の
群
れ
に
あ
っ
て
は
、
現
象
の
本
質
は
比
峡
的
仁
純
粋
且
つ
明
瞭
に
後
現
し
、
且
且
宙
な
る
且
つ
充

質
せ
る
形
態
を
呈
示
す
る
た
め
に
、
原
本
的
貸
在
の
裡
に
そ
の
文
化
現
象
を
濁
自
の
存
在
に
お
レ
て
切
附
議
す
る
ニ

正
一
伊
比
峡
的
に
容
易
で
ゐ
る
。
し
か
る
仁
他
の
純
的
現
象
の
群
れ
に
ゐ
つ
て
は
、
現
象
の
本
質
は
比
般
的
に
不
純

粋
且
つ
不
明
隙
仁
畿
現
し
、
加
ム
る
に
貧
弱
な
る
且
つ
稀
薄
な
る
形
態
を
呈
示
す
る
翁
じ
、
そ
の
文
化
現
象
的
存

在
は
原
本
的
賞
在
の
科
に
理
由
日
L
や
す
く
、
吾
々
り
意
識
に
よ
っ

τ把
捉
さ
れ
難
い
i
o

前
の
刷
新
制
の
現
象
仁
あ
っ

て
は
、
現
象
の
内
容
の
構
成
に
役
立
つ
素
材
が
現
象
山
本
質
の
後
現
に
向
う
て
抵
抗
す
る
古
こ
ろ
が
弱
〈
、

よ
b 

良
〈
本
質
的
内
容
の
形
成
に
遁
隠
す
る
。
し
か
る
に
、
後

ω栂
類
の
現
象
仁
あ
っ

T
は
、
素
材
以
本
質
の
後
現
に

向
っ
て
頑
強
に
抵
抗
l
、
現
象
ご
本
質
己
を
距
て
る
間
際
が
大
で
あ
h
、
従
っ
て
現
象
の
非
本
質
的
内
界
が
本
質

的
内
容
を
座
倒
せ
る
が
如
き
形
欣
を
あ
ら
は
す
o

前
の
場
合
に
ゐ
つ
て
は
、
現
象
の
本
質
は
謁
は
uy
十
分
に
素
材

を
支
配
L
利
用
し
て
己
れ
の
姿
を
会
〈
且
つ
撃
か
仁
顕
現
せ
し
め
る
傾
向
が
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
稲
の

繭

議

文
化
現
象
山
挺
集
作
用

第
二
十
五
巻

七

第
三
蹴

七
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論

叢

文
住
現
象
の
凝
集
作
用

第
二
十
五
経

凡

，"1. 

部

説

現
象
の
聞
に
は
、
現
象

ω本
質
に
基
礎
を
置
〈
ピ
こ
ろ
の
法
則
の
統
制
が
比
較
的
に
編
著
に
行
は
札
る
け
れ
ど
、

品
悼
の
場
合
に
あ
っ
て
は
古
う
で
な
い
o

或
る
文
化
領
域
の
内
部
に
な
い
て
文
化
現
象
の
本
質
が
個
々
の
現
象
の
内

容
合
同
地
じ
て
畿
現
す
る
に
嘗
っ
て
成
h
立
つ
所
の
斯
か
る
二
仰
の
傾
向
は
、
相
閥
的
に
の
み
そ
の
特
徴
を
認
識
L

得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
文
化
現
象
の
本
質
が
同
一
の
文
化
領
域
の
中
山
或
る
穣
の
現
象
の
群
叫
に
あ
っ
て

晶
宵

は
、
凝
集
も
し
く
は
凝
結
の
仙
川
抽
出
に
到
起
す
る
作
用
又
は
傾
向
を
、
文
化
現
象
的
凝
集
作
用
又
は
凝
集
傾
向
正
名

づ
り
、
他
の
日
刊
の
現
象
ψ
群
れ
に
ゐ
つ
て
は
傭
散
も
し
〈
は
分
散
の
版
態
に
お
い
て
凪
出
現
す
る
作
則
叉
は
傾
向

を
、
文
化
現
象
の
鏑
散
作
用
又
は
傭
散
傾
向
正
名
づ
け
る
ζ

ピ
、
す
る
。

文
化
現
象
の
凝
集
作
用
の
行
は
れ

τゐ
る
蕗
で
は
、

一
の
文
化
領
域
は
他
の
文
化
領
域
か
ら
判
然
ピ
制
雌
苫

れ
、
或
る
郁
凱

ω文
化
現
象
は
他

ω稲
類
の
文
化
現
象
じ
謝

L
て
顕
著
な
る
差
異
を
呈
示
す
る
D

文
化
現
象
ψ
蜘

散
作
用
心
行
は
れ
て
ゐ
る
蕗
で
は
、
事
態
は
正
に
反
劃
で
め
る
o

其
結
果

Z
L
τ
、
文
化
の
世
界
が
諸
々
の
文
化

領
域
に
よ
っ
て
組
成
さ
れ
る
仕
方
は
特
認
の
様
相
を
あ
ら
は
す
。
今
一
つ
の
比
喰
を
試
み
て
|
|
文
化
の
世
田
抑
の

会
健
は
一
倒
の
困
り
形
を
成
し
、
諸
々
の
文
化
傾
域
U
こ
の
園
の
中
心
か
ら
引
か
れ
た
若
干
の
宇
径
に
よ
り
極
分

さ
れ
た
若
干
の
因
分
に
該
蛍

L
、
各
仰
の
国
分
は
呉
な
る
色
彩
を
以
て
塗
ら
れ
て
居
り
、

し
か
も
そ
の
着
色
は
中

心
に
近
レ
ほ
ど
淡
〈
、
園
周
に
近
い
ほ
ど
濃
く
な
っ

τ居
る
芭
想
定
す
る
。
し
か
る
時
は
、
各
国
分
に
お
り
る
色

彩
の
濃
淡
は
各
文
化
領
域
に
お
り
る
文
化
現
象
の
凝
集
作
用
及
び
鱗
散
作
用
の
戚
立
を
表
現
す
る
で
あ
ら
う
。
す

3(11o!現象山本質的訟JI，のi説集作)11"名Iづ〈るを可&し宇令。J: V ~~~lA.: t::: J主、特

‘時
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な
は
も
各
国
分
に
お
い
て
国
の
中
心
に
近
い
彪
で
は
文
化
現
象
の
斑
散
作
用
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
の
矯
に
、
各
国

分
は
界
線
に
よ
っ
て
相
互
に
区
制
百
れ
て
居
る
も
の
、
、
各
者
に
特
有
な
る
色
彩
が
稀
薄
で
あ
る
故
に
、
相
互
に

そ
の
特
有
的
存
立
を
識
別
苫
れ
難
，
¥
困
の
中
心
に
愈
々
返
っ
〈
ご
ヨ
は
、

ほ
と
ん
ど
無
色
ピ
な
り
、
宛
か
も
諸

々
の
文
化
領
域
の
相
互
的
悩
剖
は
消
滅

L
去
っ
た
か
の
加
さ
凱
を
呈
す
る
。
之
に
反
し
て
、
園
周
に
近
い
部
分
は

文
化
現
象
の
凝
集
作
用
の
旺
盛
な
る
こ
Z
を
表
現
し
、
其
世
陣
で
は
各
同
分
の
濃
厚
な
る
色
彩
の
つ
〈
る
差
別
の
卦

般
に
よ
っ

τ各
文
化
領
域
は
山
崎
然
己
相
疋
に
識
別
さ
れ
H

抱
ム
。
但
、
各
岡
分
に
お
け
る
色
彩
が
淡
話
よ
b
鳴
き
に

で移
めら
ら 1j
う〈
。持仕

ブJ
は

もE
で
な

文
化
旬I
城
CJ) 

異
な
る

て〉

て

苫
ま

5
ま
の
不
規
則
な
銭
械
が
看
取
苫
れ
る

如
何
な
る
文
化
倣
城
を
遁
じ
て
斯
か
る
事
態
が
認
識
3
れ
る
か
、
個
々
の
文
化
傾
城
に
お
い
て
如
何
な
る
態
様

に
お
い

τ斯
か
る
事
抽
出
が
認
識
さ
れ
る
か
は
、
経
験
的
制
察
の
結
果
の
批
判
に
侠
た
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

一
般
的
仁

見
て
、
期
か
る
事
態
は
先
二
文
化
現
象
に
闘
す
る
常
識
日
反
映
し
、
更
に
後
者
を
通
じ

t
間
接
仁
又
は
そ
れ
を
通

き
す
し
て
直
接
に
文
化
科
卒
に
反
映
す
る
の
で
あ
る
。

且Aノ、
文
化
領
域
三
生
活
賓
在

文
化
現
象
の
凝
集
作
用
Z
密
接
な
る
関
係
争
』
有

L
且
つ
著
し
〈
此
れ
ぜ
類
似
す
る
現
象
に
文
化
傾
域
の
凋
立
化

論

第
一
一
十
宜
容

A 

議

7L 

第

悦

文
化
現
象
白
凝
集
作
川

革主に説(庇は、生活舗峨として目立ftj抗域相互白闘係についても (徒出三三
頁事問} 主た歴史的認誌の劉象としで白文化領域相互の闘係についても妥首

する。
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繭

第
ニ
イ
ー

O 

官再

統

三
三

O
谷

叢

文
化
説
象
山
保
集
作
用

作
用
又
は
文
化
現
象
の
分
化
作
用
ピ
呼
ば
る
可
き
所
の
も
の
が
あ
る
。

F ‘←ーー一一ーャ

文
化
賞
イf
も
し

f;t 
文
化
(J) 

撃
力主

文
化
科
率
的
認
識
0) 

調
象
7ζ 
る
0) 

E 

異
な
そ》

て

~l: 
活
賞
在
は
人
関
心D

tf 

原容的寅在の土居に生活費在自厨が艮閉 L、民にJt上に主化賞布の厨.'展闘

する。也、酎!のコワ由貿正!百四桐1I111釆と後四二つ白銅在府ゅそれとは、論
理的性質を呉する。

文
化
の
借
問
介
」
い
ひ
、
文
化
傾
域
乙

V
ふ
も
、
吾
々
の
素
朴
な
る
意
識
に
直
接
に
奥
へ
ら
れ
た
世
界
で
は
な

〈
、
文
化
科
畠
T

的
認
識
の
謝
象
ご
し
て
初
め
て
十
分
な
る
存
立
を
有
す
る
。
文
化
科
事
仁
ょ
っ

τ部
識
さ
れ
る
文

化
賞
在
が
何
等
か
超
現
質
的
な
る
メ
は
非
現
質
的
な
る
世
界
一
で
は
な
〈
て
、
現
貨
の
世
界
た
る
意
義
を
も
っ
己
認

め
ら
れ
る
の
は
、
文
化
賞
在
の
構
成
に
役
立
つ
原
材
が
吾
な
の
官
胞
を
通
じ
工
輿
へ
ら
れ
る
内
容
で
あ
ち
、
文
化

賞
在
の
地
盤
の
底
に
は
戚
覚
的
内
容
に
よ
う
て
組
成
さ
れ
る
正
ご
ろ
の
原
本
的
責
在
の
基
府
が
横
た
は
る
ぜ
忠
惟

さ
れ
る
か
ら
で
ゐ
る
o
文
化
の
世
界
は
自
然
の
町
田
伊
に
針
立
す
る
ご
一
式
つ

τも、
二
者
は
全
然
異
な
る
基
引
用
に
立

脚
し
て
絡
輔
副
的
仁
一
陥
雌
せ
る
こ
仰
の
・
貨
在
た
る
も
の
で
は
な
い
o
文
化

ω世
界
も
自
然
の
世
界
も

ο
Eし
〈
同
一

の
版
本
的
資
在
的
上
に
基
礎
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
文
化
現
象
も
自
然
現
象
も
ひ
ご

L
〈
此
原
本
的
資
在
か
ら
共

形
成
の
た
的
の
M
m
u
相
の
供
給
を
仰
〈
o
同
じ
ゃ
う
仁
、
諸
々
の
文
化
領
域
の
濁
主
性
も
相
劃
的
意
義
に
お
い
て
理

解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
同
一
の
原
本
的
責
在
の
仕
草
厨
の
上
に
展
開
す
L
ご
こ
ろ
の
共
同
の
文
化
賞
在
の
地
盤
り
上

に
の
み
、
各
組
の
文
化
傾
城
は
成
立
し
得
る
の
で
ゐ
っ
て
、
直
接
な
る
知
覚
を
通
じ

τ吾
々
の
接
鯛
す
る
の
は
、

仏
。

唯
一
仰
の
文
化
的
な
る
生
活
資
在
あ
る
の
み
で
め
る
。

践
的
行
勤

ω世
界
を
意
味
す
る
o

彼
虞
で
は
人
聞
は
阪
に
形
成
主
れ
た
も
の
芭
し

τの
世
界
じ
封
立
し
、
認
識
能

4陪

• ~ 0' . .・ e



カ
に
依
っ
て
其
世
界
の
様
相
な
hJ
形
態
な
り
智
観
察
し
理
解
せ

U
Z
す
る
。
比
臓
で
は
人
関
は
融
市
に
形
成
さ
品
川

き
も
の

Z
L
τ
の
世
界
仁
謝
立
L
、
質
行
能
力
に
訴
へ
て
其
世
界
を
自
己
の
欲
す
る
様
相
又
は
形
態
に
ま
で
建
設

し
展
開
せ
む
正
す
Z
u
事
質
的
関
係
に
お
い
て
生
活
質
在
は
文
化
賢
在
に
先
行
し
、
後
者
の
成
立
は
前
者
の
存
在

に
よ
っ
て

ωみ
可
能
ピ
苫
れ
る
o

言
ひ
換
へ
る
正
、
生
活
質
在
は
文
化
料
率
的
認
識
の
出
品
世
紡
仁
横
た
は
り
、
文

化
賞
在
は
を
の
終
結
に
横
た
は
る
。

前
越
の
如
〈
、
'
文
化
領
域
は
本
来

ω
意
味
に
お
け
る
宏
一
閥
的
践
が
り
を
も
つ
も
の
で
は
な
〈
、
そ
の
由
民
が
'
り
は

純
思
想
的
な
る
昼
間
的
意
味
に
お
い

Iτ
解
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

o
rか
ら
、
文
化
の
世
界
的
内
而
に
諸
々
の
文
化

領
域
が
並
存
す
る
吉
一
五
っ
て
も
、
殺
者
は
現
貨
の
盛
岡
の
中
に
各
自
こ
ど
な
る
位
訟
を
占
め
っ
、
吾
々

ω知
覚
に

現
れ
る
わ
り
で
は
な
い
。
し
か
も
各
仰
の
文
化
科
事
は
白
己
の
着
服
す
る
特
定
の
文
化
領
域
を
他

ω
議
文
化
領
域

か
ら
十
分
狗
立
せ
る
も
の
、
隔
離
せ
る
も
の
ご
し
て
考
察
す
る
強
度
を
己
る
。
斯
か
る
考
察
り
結
山
本
た
る
文
化
科

事
的
知
識
が
経
験
的
知
識
正
し

τの
債
佐
官
有
す
る
の
は
、
文
化
科
仙
中
的
考
'
日
常

ω出
畿
貼
た
る
生
活
質
在
其
者

が
、
右
の
如
き
態
度
を
正
常
な

ιし
め
る
理
由
を
あ
た
へ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

文
化
科
場
的
誌
識
方
法
は
縦
般
的
資
在
の
問
界
を
以
工
人
類
の
努
力
に
よ
る
諸
々
の
侭
俗
的
資
現
、
保
存
及
び

盛
岡
牒
的
地
盤
ご
蹴
る
こ
子
炉
』
以

τ特
色
ご
す
る
が
、
新
か
る
文
化
科
率
的
認
識
方
法
の
レ
ピ
な
み
が
無
見
常
に
陥

F 一一一一一

る
こ
ピ
な
く
客
観
的
確
質
性
を
具
有
し
能
ム
所
以
は
、
原
本
的
質
在
の
世
界
が
人
類
の
活
動
に
因
っ
て
併
に
生
活

議

文
化
現
議
の
説
集
作
用

論

第
ニ
十
五
巻

第

焼
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論

畿

文
化
現
象
。
凝
集
作
用

億
二
十
五
巻

玉三

一

策

強

寅
在
に
ま
で
改
態
せ
し
め
ら
れ
て
居
る
炉
ら
で
ゐ
る
。
而
し
て
生
浩
賢
在
が
論
理
的
加
工
を
受
け
る
に
よ
h
文
化

質
在
ご
し

τ認
識
さ
れ
能
ふ
の
は
、
生
活
質
在
が
田
平
な
る
自
然
的
過
程
を
経

τ成
立
す
る
の
で
な
〈
、
人
類
の
意

識
的
活
動
l

|殊
に
伺
値
意
識
を
伶
ふ
活
動
を
そ
の
成
立
過
桂
の
一
成
分
ご
し
亡
包
容
す
る
こ
正
に
基
〈
J

倶
値

の
多
元
性
は
、
人
類
の
舗
値
意
識
に
反
映

L
、
異
な
る
須
佐
が
異
な
る
賞
現
の
僚
件
を
要
求
す
る
事
情
ご
相
侠
つ

て
、
人
類
の
活
動
の
路
線
及
び
そ
の
所
産
の
形
総
合
し
て
腐
値
の
多
一
克
性
仁
照
臆
す
る
ピ
ニ
み
の
多
元
性
を
帯
び

し
め
る
。
し
か
も
、
生
活
賞
在
は
文
化
賞
在
の
如
〈
軍
一
な
る
目
擦
を
目
5
し
工
「
面
的
に
形
成
し
展
開
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
寅
践
的
生
活
に
お
い
て
人
類
は
諸
種

ω生
活
内
容
ぞ
ば
請
は
ば
同
一
の
生
命
の
流
れ
の
う
も
に

後
展
L
融
合
せ
し
め
る
の
で
ゐ

b
、
新
か
る
仕
み
に
よ
っ
て
の
み
へ
類
の
生
活
は
其
れ
に
本
質
的
な
る
統
一
性
を

保
持
す
る
の
で
あ
る
。

人
類
の
活
動
に
封
し
て
意
義
を
ゐ
た
へ
る
ピ
こ
ろ
の
痕
値
の
差
異
に
右
眼
し
、
異
な
る
倒
儲
の
見
知
か
ら
し

τ

意
義
を
み
£
め
ら
れ
る
人
類
の
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
総
括
し
て
、
之
を
生
活
方
向
、
己
よ
ぶ
な
ら
ば
、
諸
々
の
生
活
方

向
が
生
活
貨
在
的
う
も
に
融
合
せ

L
め
ら
れ
、
統
一
せ
ら
れ
る
様
相
は
、
時
代
を
異
に
し
枇
曾
を
異
に
す
る
に
よ

h
複
雑
多
慌
で
ゐ
る
。

生
活
寅
在
に
お
い

τ人
聞
は
田
中
に
本
能
的
に
又
は
衝
動
的
に
活
動
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
〈
、
ま
た
自

円一一一ー

魔
的
に
、
反
省
的
に
活
動
す
る
の
で
あ
り
、
常
識
は
そ
の
際
重
要
な
る
役
割
を
勤
め
る
。
り
だ
し
同
一
の
生
活
方

^ τ̂E 

"."，‘. 



向
に
闘
す
る
経
験
は
漸
弐
仁
よ
り
県
か
に
蓄
積
芭
れ
・

よ
b
十
分
に
整
理
事
れ
、
こ
れ
に
伴
う

τ常
識
は
次
第
に

事
閥
的
性
質
を
帯
び
る
に
至
る
。
そ
の
結
果
、
生
活
質
在
に
お
げ
る
側
々
の
生
活
方
向
の
畿
日
此
は
究
第
に
よ
b
大

な
る
絢
立
性
を
取
得
し
、

よ
り
明
瞭
な
る
形
態
を
健
一
不
す
る
に
至
る
。
他
面
に
お
い
て
、
枇
曾
の
歴
史
的
溌
展
の

一
定
の
経
過
に
お
い
て
諸
々
の
文
化
科
率
的
認
識
努
力
が
生
ま
れ
、
併
に
常
識
の
中
に
現
れ
た
傾
向
を
畿
展
℃
精

線

L
、
各
自
の
立
場
か
ら
生
活
・
貨
在
を
考
察
し
て
特
有
の
文
化
領
域
を
認
識
し
ゃ
う
己
す
る
o

そ
し
て
新
か
る
認

識
に
よ
っ
て
獲
得
芯
れ
化
成
果
は
、
常
識
に
向
う
て
戚
化
を
及
は
し
、
従
っ
て
ま
た
諸
々
の
生
活
方
向
の
獅
立
化

作
用
に
謝
し
て
影
響
す
る
o

新
く
し
て
、
生
活
資
在
は
本
来
唯
一
佃
の
不
可
分
の
世
界
で
あ
一
争
、
ま
た
何
蕗
造
も

斯
か
る
も
の
£

L
I存
紛
す
る
り
れ
ど
、
そ
の
内
閣
に
お
レ
て
、

か
の
諸
文
化
科
撃
の
掛
象
芭
し

τの
詩
文
化
傾

域
に
照
臆
す
る
や
う
な
諸
生
活
倒
域
の
並
存
放
践
を
出
現
せ
し
め
る
。
こ
の
肱
態

ω成
立
は
、

一
方
に
は
賓
践
的

活
動
に
よ
っ
て
支
持
苫
れ
て
ゐ
る
が
、
他
方
に
は
前
識
に
内
在
す
る
文
化
科
率
的
部
識
契
機
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ

誘
致
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
「
い
お
い

τー

lζ
れ
ら

ω
生
活
領
域
を
も
亦
文
化
領
域
芭
呼
ょ
こ
正
が

出
来
る
o
論
理
的
に
は
、
文
化
科
率
的
認
識

ω所
産
ピ
し
て
規
定
吉
れ
た
文
化
相
削
減
の
概
念
か
ら
出
後
L
τ
、
生

活
中
H
H
在
其
者
の
裡
に
展
開
せ
る
文
化
領
域
の
概
念
に
到
着
す
る
の
で
あ
る
が
、
事
質
的
に
は
、
文
化
科
率
的
認
識

は
生
活
寅
在
の
裡
に
包
容
さ
れ

τ居
る
文
化
領
域
よ
h
出
品
掘
し
、
論
理
的
精
練
の
道
揺
を
た
Y
」
っ
て
、
論
文
化
傾

域
に
よ
b
整
然
ご
組
成
き
れ
た
文
化

ω世
界
の
認
識
に
到
着
す
る
こ
苫
に
努
力
す
る
次
第
で
あ
る
。

論

第

載

農

文
化
現
象
白
峰
集
作
川

第
二
十
五
金
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論

叢

第
二
十
五
巻

四

四

第
三
韓

文
化
現
農
の
雌
集
作
用

科
事
的
認
識
正
常
識
己
の
相
違
の
一
面
は
、
前
者
が
一
定
の
目
擦
を
岡
執

L
一
定
の
側
面
か
ら
艶
象
の
性
放
を

把
握
せ
む
Z
す
る
態
度
を
古
る
仁
反
し
、
品
偶
者
は
斯
か
る
態
度
を
或
る
限
度
に
お
い
て
採
用
す
る
場
合
も
あ
る
り

れ
Y
」、

一
般
に
は
斯
か
る
態
度
に
拘
泥
し
な
い
駄
に
存
す
る
o

文
化
現
象
の
性
放
の
把
握
に
つ
き
、
文
化
稲
山
学
的

認
識
は
、
そ
れ
が
科
事
的
部
識
正
し
て
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
約
束
に
基
い

τ、
そ
の
出
後
鮎
よ
h
し

τ必
然
に
文
化

領
域
の
設
定
の
理
念
を
把
持
し
、

号
の
終
鮎
に
お
い
て
斯
か
品
理
念
を
能
ム
限
h
十
分
に
現
質
的
た
ら
し
め
品
ζ

ご
に
努
め
る
。
之
に
反

Lτ
、
人
類
の
生
活
々
動
は
此
れ
に
類
し
た
約
束
に
拘
束
さ
れ
つ
、
開
始
さ
れ
後
展
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
u
。
併
し
な
が
ら
、
人
類
の
枇
曾
の
歴
史
的
馳
盟
国
肱
の
現
在
の
紋
態
か
ら
過
去
に
迦
っ
て
翻
る
己
き

は
、
生
括
質
在
の
内
面
仁
お
い

τ諸
々
の
文
化
領
域
が
或
る
程
度
の
獅
立
性
を
取
得
し
て
成
立
す
る
に
至
っ
た
こ

ご
に
は
、
斯
か
る
紋
践
の
展
開
を
促
し
た
ご
こ
ろ
の
必
然
的
傾
向
が
、
人
類
の
一
肱
曾
生
活
の
存
立
後
展
を
可
能
た

ら
し
め
た
諸
保
件
の
棋
に
包
柑
概
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
ご
推
断
せ

F
る
を
得
な
い
。
而
し
て
、
斯
か
る
必
然
的
傾
向
に

基
闘
し
て
行
は
れ
る
文
化
傾
域
の
倒
立
化
作
用
又
は
分
化
作
用
は
、
文
化
現
象
の
凝
集
作
用
を
惹
起
し
、

者
は

相
表
裏
し
て
生
活
質
在
の
後
展
の
裡
に
現
れ
つ
¥
文
化
科
率
的
認
識
に
謝
し
て
制
約
を
あ
た
へ
る
意
義
を
も

つ
の
で
あ
る
。

F 一一一一ー

七

文
化
領
域
の
分
化
作
用
さ
文
化
現
象
の
誕
集
作
用
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一
般
曾
生
活
に
内
在
す
る
詩
生
活
方
向
が
次
第
に
展
開
す
る
に
困
h
、
生
活
賞
在
の
軍
一
的
金
慢
の
一
内
部
に
諸
文

化
領
域
が
或
る
科
度
的
一
調
主
性
を
取
得
す
る
に
至
る
事
貨
を
、
文
化
領
域
の
獅
立
化
又
は
分
化
作
用
ピ
よ
び
、
生

活
現
象
の
単
一
的
内
容
か
色
諸
純
の
文
化
現
象
の
口
付
化
す
る
に
至
Z
事
寅
を
、
文
化
現
象
的
分
化
作
用
Z
よ
ぷ
事

"一π

ご
す
る
G

人
数
の
枇
命
回
生
活
り
隈
史
的
畿
展
の
原
初
に
お
い
て
は
、
諸
々
の
文
化
領
域
は
現
在
の
俊
蓬
せ
る
枇
曾
欺
態
に

お
い
て
槻
取
古
れ
る
正
・
』
3
0
の
相
互
に
判
然
ご
恒
別
し
得
ら
れ
品
や
う
な
形
態
に
お
い
て
は
存
立
し
て
底
な
い
。

共
同
の
原
本
的
賞
十
位
の
碁
厨
の
上
に
、
調
は
ば
文
化
傾
城
一
般
ご
も
名
づ
〈
可
き
や
う
な
様
相
に
お
い
て
文
化
の

世
界
が
成
り
立
っ
て
ゐ
る
の
が
、
原
初
の
枇
曾
蚊
態
で
ゐ
品
。
英
れ
は
生
括
質
在
が
初
め

τ田
早
な
る
動
物
的
存
在

の
般
態
か
ら
幾
ば
〈
か
進
化
し
て
、
文
化
的
生
活
内
容
の
若
干
量
を
加
へ
る
に
至
っ
た
朕
践
で
ゐ
る
が
、
諸
々
の

生
活
方
向
は
は
ほ
腕
茅
の
形
態
に
お
い
て
現
れ
、
人
附
の
生
活
々
勤
は
混
沌

E
L
て
諸
稲
の
文
化
的
契
機
を
包
容

L
つ
、
成
立
す
る
。
刑
曾
的
生
活
形
式
の
見
鮎
か
ら
す
れ
ば
、
諸
械
の
刑
曾
的
結
合
慢
が
未
げ
い
そ
の
存
立
及
び
品
目

遥
eT
開
始
す
る
に
至
ら
宇
・
枇
曾
生
活
の
内
面
的
組
織
は
若
し
〈
車
純
で
あ
り
未
分
化
で
あ
る
が
、
文
化
的
生
活

形
式
の
見
鮎
か
ら
す
れ
ば
、
以
後
の
歴
史
的
畿
展
に
お

V
て
其
れ
ぞ
れ
獅
立
の
倣
域
ご
し
て
分
化
し
展
開
す
べ
き

き
』
ろ
の
宗
教
・
政
治
・
法
律
・
経
済
、
教
育
、
道
徳
、
風
潮
臼
、
議
術
等
の
諸
々
の
生
活
方
向
が
、
部
然
ご
し
て

融
合

L
又
は
雑
然
己

L
て
混
在
せ
る
ま
、
仁
、
枇
曾
生
活
的
統
一
的
内
容
を
形
成
し
て
ゐ
る
。
唯
一
二
の
例
を
あ

前

設

文
性
現
品
都
心
凝
集
作
用

第
二
十
五
巷

三
=
一
亙

串

説

E 
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論

議

構
-
一
十
五
巻

プミ

一町A，、

酷

量量

文
化
現
象
由
構
築
作
用

げ
る
ご
.
播
稲
及
び
牧
穫

ω如
き
農
耕
的
活
動
は
、
同
時
に
宗
教
現
象
た

b
、
経
済
現
象
た

h
、
政
治
現
象
た

hJ
、
義
術
現
象
た
る
的
性
質
efh仙
し
、
他
の
和
族
も
し
く
は
部
族
E
の
戦
宇
は
.
同
時
に
宗
教
現
象
た

h
、
軍
事

現
象
た
り
、
経
済
現
象
た
ち
、
道
徳
現
象
た
る
性
質
を
有
し
、
呪
術
的
動
作
以
、
宗
致
的
、
法
律
的
、
皐
問
的
、

丸
官

経
揖
倒
的
、
趨
術
的
等
の
詩
意
義
hr
併
せ
有
す
る
c

こ
れ
に
照
応
し
て
、
祉
曾
閥
係
に
お
い
V

て
は
、
階
級
的
も
し
(

は
職
業
的
差
別
が
い
く
ば
〈
も
確
立
せ
中
、
知
能
の
方
隔
に
お
い
て
は
、
諸
碍
の
生
活
技
術
の
専
門
的
一
波
法
が
幼

稚
で
あ
ち
、
侍
説
・
紳
話
、
呪
文
、
歌
謡
等
の
形
式

ω中
に
一
切

ω皐
閥
的
知
識
の
蔚
芽
が
盛
ら
れ
て
ゐ
る
。

諸
々
の
民
族
に
お
い

τ、
斯
か
る
原
始
の
航
法
か
ら
如
何
な
る
枇
曾
的
保
件
に
基
い
て
倒
々
の
文
化
領
域
の
獅

立
化
の
作
用
が
開
始
さ
れ
、
如
何
な
る
過
程
を
経

τこ
の
作
用
が
促
進
さ
れ
品
目
M

脱
さ
れ
る
か
は
、
精
細
な
る
枇
曾

史
的
、
文
化
史
的
研
究
を
裂
す
る
所
で
ゐ
る
が
、
耐
曾
生
活
の
後
M
肢
の
一
般
的
傾
向
は
、
原
始
紋
態
を
脱
却
し
て

文
明
以
態
ヘ
ピ
進
む
人
狐
の
詩
集
凶
が
、

こ
れ
ご
平
行
し
て
そ
の
一
祉
曾
生
活
の
内
面
に
諸
純

ω文
化
領
域
の
濁
主

化
作
用
を
成
b
立
化
し
め
る
事
貨
を
示
す
。

一
」
れ
に
件
う
て
漸
次
に
階
級
的
及
び
職
業
的
差
別
が
嫌
達
し
、
各
種

の
生
活
技
術
が
専
同
化
さ
れ
、
呪
術
的
、
宗
教
的
知
識
か
ら
形
而
上
曲
学
的
知
識
が
分
化
し
、
後
者
か
ら
真
に
科
向
学

的
知
識
が
分
化
す
る
。
而
し
て
新
か
る
文
化
傾
域

ω品
川
化
作
用
は
他
面
に
お
い
て
文
化
現
象
の
凝
集
作
用
を
仲
ふ

r-一一ー一-，

二
者
は
互
ひ
に
他
を
制
約
し
刷
長
す
る
傾
向
を
も
っ
。
す
な
は
も
文
化
領
域
の
凋
立
化
が
進
U
に

し
た
が
っ
て
文
化
現
象
の
凝
集
作
用
は
顕
著
ピ
な
h
，
後
者
の
誕
行
は
一
見
に
文
化
領
域
の
凋
立
化
に
謝
し
て
勤
カ

の
を
常
ご
し
、

普 農耕的活動叉岨眠術的動作を、例へぽ宗教主か腕擁止かミ去五、加舎一個自主位

領域白且拙から考察する乙とが、偽りに生活費在白様相，¥.ι思想的に隔絶し
過ぎる思議方法てあると云ふ?うな白出、尿始此官。示?樺相てある。
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動
の
目
棋
た
る
債
値
は
一
定
の
本
質
を
有
し
、

こ
れ
に
基
い
て
、
経
験
的
貨
在
に
お
り
る
該
優
位
の
賓
現
又
は
維

を
加
へ
る
の
で
あ
る
。

文
化
現
象
の
成
立
に
つ
い

τは
、
客
槻
的
及
び
主
槻
的
要
素
が
制
約
を
ゐ
た
へ
る
。
客
観
的
に
は
、
文
化
的
活

持
の
上
に
一
定
の
依
件
が
必
然
に
課
せ
ら
れ
る
、
文
化
現
象
の
本
質
は
か
〈
し
て
客
刷
倒
的
仁
定
ま
る
。
主
翻
的
に

は
、
債
値
が
人
類
の
伺
侃
意
識
の
う
も
に
内
在
す
る
こ
己
、
及
び
斯
か
る
開
明
値
意
識
に
基
い
て
人
知
が
樹
値
を
質

現
せ
む
干
す
る
意
志
を
有
L
、
且
つ
其
錫
に
必
要
な
る
能
力
を
共
有
す
る
こ
ご
が
、
文
化
現
象
の
成
立
の
前
提
h
z

碕

議

文
化
現
象
目
提
集
作
用

第
二
十
王
巷

4二

車

部

七

成
す
。
生
活
賞
在
の
裡
じ
諸
々
の
生
活
方
向
が
現
れ
る
古
昔
、
上
述
の
如
き
客
嗣
倒
的
及
び
主
観
的
制
約
は
必
然
に

そ
の
は
た
ら
き
を
示
す
。
す
な
は
も
客
観
的
見
貼
か
ら
蹴
れ
ば
、
各
相
の
生
活
方
向
に
沿
う
て
成
b
立
つ
文
化
現

象
は
、
恒
に
そ
れ
に
特
有
な
る
本
質
を
根
懐
古
し
て
文
化
領
域
の
内
面
に
散
布
す
る
。
主
観
的
見
地
か
ら
観
れ

ば
、
そ
れ
ら
の
文
化
現
象
の
本
質
に
つ
き
人
類
は
何
等
か
の
程
度
の
意
識
を
取
得
し
、
新
か
る
意
識
が
そ
れ
ら
の

文
化
現
象
仁
閥

Lτ
活
苫
れ
る
人
類
的
活
動
を
通
し

τ、
文
化
領
域
の
内
面
に
お
け
る
文
化
現
象
の
成
立
に
劃
し

τ影
響
を
及
ぼ
す
。

生
活
賞
在
の
う
も
に
如
何
な
る
純
類
の
生
活
方
向
が
先
づ
明
瞭
に
現
れ
、
そ
れ
等
が
如
何
な
る
順
序
又
は

ν
か
.

な
る
仕
方
で
畿
展
せ

L
旬
ら
れ
る
か
は
、
別
問
題
ご
し
て
、

一
定
の
生
活
方
向
が
特
に
編
著
に
品
目
展
せ
し
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
こ
の
生
活
方
向
に
闘
し
て
特
殊
の
枇
曾
的
地
位
が
成
り
立
も
、
康
義
に
お
け
る
専
門
的
知
識
及
び

倶・.
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文
叱
現
象
の
掛
集
作
用

専
門
的
技
能
が
生
ま
れ
、
そ
の
二
者
叉
は
一
者
を
所
有
す
る
市
尋
問
的
職
業
者
が
現
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
問

題
た
る
生
活
方
向
に
お
い
て
目
様
た
る
債
他
に
つ
き
肢
盛
な
る
債
他
意
識
含
有
し
、

そ
の
質
現
、
保
存
、
後
展
の

方
法
一
久
は
手
段
に
つ
き
優
越
せ
る
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
。
彼
等
は
ま
た
英
一
枇
曾
的
地
位
に
基
い
て
、
彼
等
の
.

特
に
閥
奥
せ
る
生
活
方
向
に
お
け
る
文
化
領
域
の
開
拓
に
つ
量
強
大
な
る
閥
心
を
い
だ
〈
。
か
ぐ
て
彼
等
の
活
動

の
結
果
正
し
て
問
題
た
る
文
化
領
域
に
お
け
る
生
活
内
容
は
県
富
己
複
雑
ご
を
加
へ
、

一
方
に
は
文
化
財
が
多
量

に
且
つ
多
様
に
産
出
さ
れ
、
保
存
さ
れ
、
他
方
に
は
斯
か
る
文
化
財
の
産
出
、
保
存
の
震
に
す
る
人
的
及
び
物
的

組
織
が
躍
冊
立
さ
れ
精
練
さ
れ
る
J

認
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
努
力
を
中
心
ご
し
て
或
る
稲
の
文
化
領
域
の
一

展
開
す
る
慮
に
、
そ
の
栂
の
文
化
現
象
山
本
質
が
比
較
的
に
明
隙
に
、
比
統
的
に
充
貸
せ
る
形
態
に
お
い
て
後
現

す
る
傾
向
を
生
十
る
。
但
ニ
の
範
囲
仁
お
い
て
も
、
枇
曾
的
要
求
、
自
然
的
事
情
、
専
門
的
階
級
の
知
識
及
び
技

か
れ
ら
の
枇
曾
的
勢
力
等
の
複
雑
な
る
傑
件
に
由
h
、
右
の
如
き
傾
向
の
支
配
は
禅
一
的
た
る

を
得
な
い
。
他
方
に
お
い
て
、
問
題
た
る
文
化
領
域
に
閲
し
て
、
そ
の
閲
拓
に
専
門
的
に
従
事
す
る
人
々
の
外
に
、

飽
の
後
進
程
度
、

そ
の
他
の
一
般
の
人
々
が
稀
々
の
枇
食
的
地
位
に
お
い
て
何
等
か
の
寄
拠
を
錯
す
。
こ
の
方
面
に
お
い
て
も
、
問

題
た
る
文
化
現
象
が
凝
集
放
態
を
成
す
こ
ご
も
あ
り
得
る
が
、

一
般
的
に
は
そ
の
嫌
歌
作
用
が
行
は
れ
る
の
を
通

F ‘一一一回 一一

常
ご
す
る
o

斯
〈
し
て
、
生
活
賞
在
の
内
而
に
一
定
の
文
化
領
域
が
分
化
す
る
に
伴
う
て
、
こ
れ
に
掛
臆
す
る
文

化
現
象
の
凝
集
作
用
及
び
擁
散
作
用
が
複
雑
な
る
態
様
仁
お
い
て
・
成
b
立
つ
の
で
ゐ
る
。

特務に事示した由は、主化現象由雌集作III.!W'胡散作月J"-'成立を~す原因自主

要なものたるに止まる。
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一
定
範
囲
の
人
々
が
彼
等
の
生
活
々
動
の
大
な
る
部
品
川
を

あ
げ
て
之
に
携
は
る
芭
き
は
、
業
蕗
に
他
の
栂
類
の
文
化
活
動
か
ら
現
質
的
に
隔
離
苫
れ
た
文
化
活
動
の
範
囲
正

或
る
穏
類
の
文
化
活
動
に
つ
き
専
門
化
が
行
は
れ
、

し

τ
一
定
の
文
化
領
域
が
成
立
す
る
か
の
や
う
な
削
酬
を
呈
す
る
。
そ
し
て
か
の
専
門
的
階
級
に
属
せ
ぬ
人
身
は
、

新
か
る
一
定
の
閉
鎖
的
活
動
範
囲
E
交
渉
す
る
限
h
に
お
い
て
の
み
問
題
た
る
文
化
領
域
の
中
に
立
つ
芭
云
ふ
如

き
考
ヘ
を
抱
(
に
至
る
。
し
が
し
生
活
・
貨
在
の
内
部
に
諸
々
の
丈
化
領
域
の
構
成
さ
れ
る
態
様
は
一
層
複
雑
で
わ

一
つ
の
精
類
の
文
化
活
動
の
成
立
の
基
盤
た
る
生
活
々
勤
は
、
専
ら
そ
の
極
類
の
文
化
活
動
の
存
立
を
の
み

る。支
持
す
る
ご
去
ふ
聞
係
に
あ
る
も
の
で
は
な
〈
、
業
れ
が
同
時
仁
二
つ
の
又
は
そ
れ
以
上
の
文
化
活
動
の
存
立
を

支
持
す
る
こ
ご
は
、
可
能
な
る
の
み
な
ら
す
、

h
u
L
ろ
普
通
の
現
象
で
あ
る
o

だ
か
ら
、
枇
曾
に
お
り
る
現
賞
の

生
活
の
一
定
範
囲
が
、
専
ら
或
る
稲
類
の
文
化
領
域
を
賞
現
す
る
ご
一
式
ふ
意
味
に
お
い

τ、
閉
鎖
的
な
、
純
粋
な

文
化
領
域
を
形
成
す
る
こ
ご
は
ゐ
り
得
す
、

一
方
に
は
斯
か
る
一
定
範
囲
の
生
活
領
域
は
岡
崎
に
他
の
柿
類
の
文

化
領
域
の
基
屠
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
他
方
に
は
斯
か
る
一
定
範
閣
の
生
活
領
域
を
超
え

τ.
そ
の
外
に

横
た
は
る
康
汎
な
る
生
活
領
域
の
中
仁
も
、
問
題
た
る
文
化
領
域
は
そ
の
存
立
の
地
盤
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

唯
、
大
佳
か
ら
見
て
、
あ
る
文
化
傾
域
が
右
の
如
き
一
定
範
図
の
生
活
領
域
を
基
屠
ご
し
て
展
開
せ
る
部
分
に
お

い

τ其
積
額
の
文
化
現
象
の
凝
集
作
用
が
比
較
的
に
顕
著
に
行
は
れ
る
芭
言
ひ
得
る
。
其
品
却
に
常
識
に
ど
っ

t
、

←一一一

該
文
化
領
域
は
こ
の
範
囲
に
局
限
苫
れ
る
か
の
如
〈
考
へ
ら
れ
、
そ
れ
に
倣
っ
て
文
化
科
皐
も
亦
似
た
や
う
な
態

度
に
出
る
場
合
を
生
十
る
の
で
あ
る
。
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